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1.は じ め に
 一般にわれわれがキノコと呼ぶのは,菌 類の形成
す る有性生殖器官の うちで,肉 眼で十分認め うる大
きさの子実体のことである。このような子実体を形
成するのが子嚢菌の一部 と多 くの担子菌であ り,こ
れ らの菌類をキ ノコ類 と呼んでいるのであ る。小
川1)に よれば,担 子菌は進化的に遅 く出現 した菌類
であ り,分 解 しやすい有機物はすでに先住菌類に占
有 されていたため,分 解 しに くい有機物を利用する







50種),鑑 賞 キノコ(約10数 種)に 分け られる。キ
ノコ類は薬用 として古 くから用いられてきたが,そ
れ らの薬効本体が何であるのかが解明されたものは
少な く,1970年 代になって,主 に日本の研究者によ
ってキノコの抗腫瘍性成分の本体が 一D一グルカン
であ り,従 来の制癌剤(化 学療法剤)と は異な り,
宿主の免疫機能賦活に基づ くもの(免 疫療法剤)で
あることが明らかにされた。その後,に わかにキノ
コか らの薬品開発が脚光を浴びるようにな り、 クレ
スチ ン(カ ワラタケ),レ ンチナ ン(シ イタケ),シ
ゾフィラン(ス エ ヒロタケ)の3種 の制癌剤が開発




術を利用 したキノコ類の細胞融合に より,現 在では
60種 を越え る新 しいバ イオ キノコ類が誕生 してい
る2)0
 マス タケ(Laetiporus sulphureus)は サ ルノコシ
カケ科 ・オ シロイタケ亜族 ・マスタケ属のキノコで
あ り,肉の色が淡いマス肉色 なのでマスタケとい う。
また ヨーロッパ産のものは,そ の全体が鮮黄色なの
でイオ ウ(硫 黄)茸 と呼ばれ る3)。サル ノコシカケ
科に属す るキノコの多 くに,胃 癌,食 道癌,前 立腺
癌や肺癌 などに対 しての服 用効果が認め られてお






豆.実 験 方 法
1.菌 株
 マ ス タケ(Laetiporus sulphuyeus)は,小 松秀 人
氏(鳥 取 大学農 学部,現 在 東 洋水産)が 大 山寺(鳥
取 県大 山)付 近 に て採 集 し,子 実 体組織 か ら純粋分
離 した菌 糸 を用 いた。菌 株 は使 用 直前 までPDA培
地4)上,4℃ で冷蔵保 存 した 。
2.培 地 お よび培養条 件
 マ ス タケ菌 糸 の培 養 にはYM培 地(1%グ ル コー




・7H20), YEPD培 地(0.5%グ ル コース,1%酵
母 エ キス,2%ポ リペ プ トン),PD培 地4)(1.5%












10分の lまで減圧濃縮した後， 0.1 M グエン酸緩
衝液 (pH5.5)で透析し，粗酵素液とした。
4. 酵素活性の測定




離した還元糖は Somo部Ti5) とNelson6) の方法で
定量した。また s-グルコシダーゼ活性の測定は，




% Na2C03を加え酵素反応を止めてから， Santos 
ら7)の方法に従って415nmの吸光度で比色定量し







100 ml当り，振とう培養 66mg，静置培養 71mg 




2.5 4.0 5.5 7.0 
YM 102 71 21 成育せず
YEPD 148 143 111 成育せず











b，胞子嚢， 3，000倍， c，胞子， 8，000倍)
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表 2 マスタケが菌体外に産出する糖質分解酵素の基質特異性 (1%基質溶液 0.2
mlを酵素液0.2mlと混合し， 300Cで、30分間反応させた)




セルロース 検出せず s-1，4・ク守ルカナー ゼ
プ勺レラン 7.4 αー1，4・グルカナーゼ
可溶性でんぷん 210 (αl山カナーゼα-1， 6・グルカナーゼ
ポリガラクチュロン酸 0.8 s-ガラクチュロナーゼ
こんにゃくマンナン 4.7 s-マンナナーゼ
グリコールキトサン O. 7 s-キトサナーゼ
赤色酵母細胞壁 1.3 αー マンナナーゼ
ラミナリピオース 検出せず ラミナリビアーゼ
ゲンチオピオース 0.9 s-l， 6・グルコシダーゼ
セロビオース 検出せず s-1，4・グルコシダーゼ
ラグトース 検出せず s-グルコシダーゼ、
























































表3 マスタケが菌体外に産出するグルカナーゼ活性(培養条件:250C， 20日間 YEPD培地)
40%硫安飽和画分活性 60%硫安飽和画分活性 80%硫安飽和画分活性
酸素活性



























































性の比をとると， YEPD培地では1.8 : 1， PD培















(Kunit/1!) (Kunit/g菌体) (Kunita) (Kunit/g菌体)
YEPD 
s-1，3・クー ルカナー ゼf 55 37 447 300 
s-1，6・グルカナーゼf 88 60 197 45 
PD 
s-1，3・グルカナーゼf 85 81 586 558 
s-1，6・グルカナーゼf 104 99 197 301 
PDL 
s-1，3・グルカナー ゼ↑ 38 67 688 1207 
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